
別紙１

～

○ SDGs推進活動 自立促進活動

NPO法人の設立登記日 年 月 日

NPO法人設立前の団体の設立日 年 月 日 ※NPO法人設立前に任意団体等で活動実績がある場合は記載する

事業内容が分かるHPやSNS等

補助金等の交付実績 1 年 6 月 ／ 円

・ 2022年4月から2025年3月までに 2 年 月 ／ 円

　交付された補助金等を記載してください。 3 年 月 ／ 円

・ 7件以上ある場合は、直近のものから 4 年 月 ／ 円

　6件を記載してください。 5 年 月 ／ 円

6 年 月 ／ 円

活動歴・これまでの活動実績

＜７０文字×3行程度＞

申請する事業の位置づけ（１） ○ 継続事業 （現在取り組んでいる事業、またはこれまでに取り組んできた事業と同じ内容の事業を申請する）

・ 「その他」を選択した場合、 新規事業 （これまでに取り組んでいない新たな事業を申請する）

　その内容を記載してください。 その他

申請する事業の位置づけ（２）

・ 令和5年度または6年度に本助成事業に採択

　されている場合は、過年度の採択事業から

　発展させた内容や違いを記載してください。

申請する事業に従事する 1

法人社員と役割 2

3

4

5

（社員） 八巻　秀房 （役割） 広報担当者

（社員） 國分　唯史 （役割） 渉外担当者

（社員） 末永　和万 （役割） 会計責任者

（社員） 福島　光子 （役割） 現場責任者

2024年元日の能登半島地震を受けて当法人は2月から「能登半島地震緊急支援プロジェクト」をスタート。6月からは本助成事業の採択を受けて

能登応援チャリティイベントや輪島漆器青年会、珠洲焼創炎会への支援金募金活動、災害ボランティア養成講座や現地報告会を開催してきた。

2025年度は能登半島地震・豪雨災害の被災地の「復興支援」事業として、特産品販売や支援金募金を行うチャリティイベント、昨年度完成した珠洲市の

ドキュメンタリー映画、被災した写真家による写真展など開催するとともに東日本大震災から１５年の総括を行い災害支援団体育成を図りたい。

（社員） 松本　浩一 （役割） 統括責任者

をオープン。2011年、東日本大震災に際して東松山・震災ボランティアの会を創設。2012年まちづくり・コミュニティカフェ・東日本大震災復興支援の

3事業を行うＮＰＯ法人チーム東松山設立。2019年台風19号の被災地支援を経て災害支援・社会福祉２事業を追加し現在に至る。

（その他の内容）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

1998年、「東松山・環境市民の会」を設立して東松山市と協働による「環境まちづくり」を推進。2010年活動の拠点としてコミュニティカフェ「まちカフェ」

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（HP） https://www.teamhm.org/

（SNS）

（補助金等名称） 能登半島地震緊急支援プロジェクト （交付日・交付額） 2024 270,000

事業区分

１．申請する法人について

2012 7 24

1998 4 1

事業計画書

法人名 特定非営利活動法人チーム東松山

事業名 能登半島地震・豪雨災害復興支援プロジェクト

事業期間 令和7年6月20日 令和8年2月28日



6月 ～ 1月

回 人 5 人 3 者

7月 ～ 8月

回 人 5 人 2 者

10月 ～ 11月

回 人 5 人 3 者

10月 ～

回 人 5 人 3 者

8月 ～ 9月

回 人 3 人 4 者

東松山市役所（名義後援）、東松山市社会福祉協議会（広報協力）

（従事する社員）

2 災害ボランティア活動希望者 60 東松山市（名義後援）、東松山市社会福祉協議会（会場提供）、ＮＰＯ法人愛・知・人（講師派遣）

東松山市 社会福祉センター

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
３

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
５

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

水害から生命を守る地域防災活動 令和元年東日本台風の体験を踏まえて水位情報を読み解く講座と防災まちあるきを開催 東松山市

2 東松山市葛袋地区住民他 25 東松山市（名義後援）、東松山市社会福祉協議会、葛袋自治会、防災支援研究会（熊谷市）

東松山市葛袋公会堂（予定）

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

（従事する社員）

（実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
４

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

東日本大震災の復興から学ぶ講演会 15年を迎える東日本大震災の復興について宮城県より講師を招き講演会を開催 東松山市

1 災害からの復興に興味のある県民 50 東松山市（名義後援）、東松山市社会福祉協議会（広報協力）、東松山市自治会連合会（広報協力）

市民活動センター

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員）

東松山市／川越市等

（場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

災害ボランティアチーム養成講座 能登で活動する災害ボランティア団体を招き講演会を開催（県内における災害ボランティアチームの養成）

（参加者数合計）

1 能登の復興を応援したい県民 300

（従事する社員） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

東松山市役所（名義後援）、東松山市商工会（商工祭等での協力）、ＪＳＡ中核会（販売協力：予定）

事
業
２

（事業の名称） （事業の内容）

能登の映画祭・写真展 映画「凪のともるとき」自主上映会＆写真家：松田咲花写真展 東松山市 市内の市民活動センター

（実施回数） （事業の対象となる人）

２．申請する事業の詳細

事
業
１

（実施回数）

（場所：施設等の名称）

東松山市松山市民活動センター他

3

（事業の対象となる人）

能登の復興を応援したい県民

（参加者数合計）

300

（事業の名称）

能登応援チャリティイベント

（事業の内容）

生産・販売が再開した事業者の商品や特産品等を販売。（食べて応援キャペーン）

（実施時期） （場所：市町村名）



2011年4月から東日本大震災の災害ボランティア活動を始めて2012年に被災地復興支援事業を含むＮＰＯ法人チーム東松山を設立し、15年が経過するなかで友好都市となった東松島市との交流

を継続した実績がある。今回の能登半島地震・豪雨災害に際しても、2024年2月から20数回に及ぶ災害ボランティア活動を実施し、その都度、埼玉でのイベントや報告会などを開催してきた。

埼玉県には内閣府の提唱する中間支援組織「彩の国会議」があり、チーム東松山以外にもＲｅＶＡ（災害ボランティアチーム上尾）等の災害支援団体はあるが、この事業を通じて県内にも災害発生に応じて

さまざまな活動ができる支援団体や支援体制を構築したい。また、2024年度、県内の立正大学、大東文化大学等の大学生と連携してきた経緯を踏まえて、若い世代の参加を促しながら災害支援

ができる体制づくりや防災まちづくりにも貢献できると考える。

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果

①能登応援チャリティイベントは昨年度も来場者が多く、今年より大きなイベントで開催することで能登の復興を応援する市民・県民を掘り起こすことができる。今年度は川越市での開催も実施したい。

②能登に行けない多くの方々のためにも、能登半島の魅力を伝える映画の自主上映会と珠洲市で被災したカメラマンの女性の作品を展示し、能登を応援するファンを増やしたい。

③首都直下型地震や台風による水害等、今後も予想される災害に対応できる災害ボランティア団体を創設できるように各市町村の社協職員や危機管理課等に協力を求めて養成講座を開催する。

④⑤東日本大震災の被災地はどのように復興したか、そのプロセスを宮城県東松島市の被災者から学ぶ。令和元年東日本台風で被災した地区住民とともに改めて地域防災に必要なスキルを学ぶ。

上記の事業を通じて、防災庁創設を目前として災害にどう向き合うか、被災地の復興に尽力しながら、地域間連携による防災・減災体制の構築を目指したい。

①災害の風化を割けるためにも石川県の「食べて応援キャンペーン」に呼応し、能登の商品や特産品を販売するチャリティマルシェを東松山市産業祭や川越市等にて開催したい。

②能登半島のキリコ祭にフォーカスした映画「凪のともるとき」（監督も珠洲で被災）上映会、被災したカメラマン松田咲花さんの写真展を開催し、能登の魅力を伝え応援態勢の醸成を図る。

③能登半島地震でも活躍したＮＰＯ法人愛・知・人を招いて災害ボランティア活動をどう展開するか、埼玉県内の各市町社協にも協力を呼びかけ災害ボランティア団体を増やすための講座を開催。

④東日本大震災から15年が経過することを踏まえて、宮城県東松島市集団移転地区自治会長を招いて友好都市となった東松山市で講演会を開催し災害からの復興で必要なこと等共有する。

⑤令和元年東日本台風から5年が経過し河川改修も進みつつあるが、水位情報を読み解く講座を開催し、地域住民とともに防災の視点からのまちあるきを開催し、あらためて水害対応を身につけたい。

４．申請する事業の効果

３．申請する事業の目的と内容

＜80文字×5行程度＞ 事業の概要、解決を図る地域課題や社会課題、目的を達成するための実施体制・連携体制はどのようなものか

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果を得るために、申請者の特徴や強みをどのように生かすか



の下での災害支援体制においても、地域で小さな活動主体が多数できることが有効かと思われるので、防災庁創設に向けた情報をたえず確認しながら当事業を進めていきたい。

６．事業の自立　※自立促進活動に応募する場合のみ

＜80文字×5行程度＞ 事業の自立性・継続性を高めるために、(1)寄附金や事業収入を拡大させる取組、(2)他団体の連携、(3)助成金の活用方法はどのようなものか

５．事業の継続・発展

＜80文字×5行程度＞ 事業を継続的に行うための課題、事業の継続性を高める方法、事業を発展させるための取組はどのようなものか

昨年度の「能登半島地震緊急支援プロジェクト」でも、今年度の「能登半島地震・豪雨災害復興支援プロジェクト」でも、最も費用がかかるのは被災地へ行く費用（交通費）であるが、昨年度1月から

内閣府による災害ボランティア団体の交通費補助事業が始まり、今年度も継続されるということで小さな当法人のような団体でも何とか現地での活動を継続できる見通しがたった。

災害からの復興は単年度で実現するものでなく被災地の自治体、市民とＮＰＯ・ＮＧＯが協働しながら長い時間をかけて実現するものであるが、今年度の事業を通じて多発する災害支援が可能になる

体制を整備すること（資金的にも、人的にも）を意図することにしている。内閣府も「災害ケースマネジメント」「多様な支援主体の連携・協働」を勧めており、2026年度に創設が予定されている防災庁

3

目標名 6 安全な水とトイレを世界中に ←17の選択肢から選択する

効果
能登半島地震直後から断水や排水システムが破壊され、トイレが使えない、安全な水が確保できない等の課題があった。その後、能登半島ではどうやって水インフラ等を

再生したか、現地からの知見をもとに、災害時に埼玉の地でも安全な水とトイレが確保できるような準備を進めたい。

2

目標名 7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに ←17の選択肢から選択する

効果
大地震と豪雨災害のあった能登半島の被災地でも、太陽光や風力を使った自然エネルギーによる独立型電源（オフグリッド）システムの導入が求められている。当法人は

東松山市との協働により「環境まちづくり」を行ってきたので、その経験を活かして自然エネルギーや再生可能エネルギーを使った防災まちづくりをすすめたい。

＜各項目100字程度＞ SDGｓの１７の目標に対する事業の効果（最大３個まで記入可）

1

目標名 3 すべての人に健康と福祉を ←17の選択肢から選択する

効果
被災地の復旧・復興には「誰1人取り残さない」というＳＤＧｓの精神が大切であるが、石川県で発生した大災害とはいえ、地域を越えて災害支援活動を展開して被災者の方々が

諦めることなく、健康で幸せな暮らしが再建できるような活動を行っていきたい。



別紙２

法人名

事業名

　１．収入の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

　２．支出の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 式 ×

× 日 ×

× 日 ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 便 ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

円 × 式 ×

円 × 式 ×

円 × 式 ×

円 × 式 ×40,000 40,000 1（支出の内容） （該当する事業） 活動５講師交通費（東松島市あおい地区自治会：東矢本～東松山：往復電車賃・宿泊代）

40,000 40,000 1

35,000 35,000 1

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業） 活動３

講師交通費（NPO法人チーム能登喰いしん坊：穴水町～東松山市：往復電車賃・宿泊代）

講師交通費（NPO法人愛・知・人：愛知県春日井～東松山市：往復電車賃・宿泊代）

3,000 1,500 2

55,000 55,000 1

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動２

（該当する事業） 活動２

講師交通費（映画監督：戸塚～東松山：往復電車賃）

講師交通費（写真家：石川県珠洲市～東松山市：往復電車賃・宿泊費５日分）

0

c.旅費交通費 173,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

15,000 1,500 10

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業）

能登半島の特産品送料

0

b.通信運搬費 15,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

3,300 3,300 1

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

SDGsアクションフェスタ会場費

29,500 29,500 1

27,750 5,550 5

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

映画上映会ホール使用料（午後・夜間）

写真展展示ホール使用料（5日間）

項目 予算額（円） 積算内訳

a.会場費 60,550 金額１ 金額2 金額3

0

666,460

（収入の内容） （該当する事業）

0 金額１ 金額2 金額3

0（収入の内容） （該当する事業）

d.その他

75,000 500 150

0

（収入の内容）

（収入の内容）

活動２（該当する事業）

（該当する事業）

映画上映会参加費

b.自己資金 91,460 ※自動計算

c.事業実施による収入等 75,000 金額１ 金額2 金額3

666,460

項目 予算額（円） 積算内訳

a.助成金交付申請額 500,000 ※千円未満切り捨て/採択区分により補助率と交付額が変わる可能性があります

収支予算書

特定非営利活動法人チーム東松山

能登半島地震・豪雨災害復興支援プロジェクト



単位 × 単位 × 単位

円 × 式 ×

円 × 式 ×

円 × 式 ×

円 × 式 ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

円 × 枚 ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 ×

円 × 人 ×

円 × 人 ×

円 × 人 ×

円 × 人 ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 ×

× ×

× ×

× ×

資料の用紙代・インク代

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

100,000 500 200

0

（支出の内容） 映画上映料 （該当する事業） 活動２

（支出の内容） （該当する事業）

0

i.その他 100,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

20,000 20,000 1

h.人件費 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） 講師謝礼（集団移転地区自治会長） （該当する事業） 活動４

20,000 20,000 1

20,000 20,000 1

（支出の内容） 講師謝礼（NPO法人職員） （該当する事業） 活動１

（支出の内容） 講師謝礼（NPO法人職員） （該当する事業） 活動３

30,000 30,000 1

30,000 30,000 1

（支出の内容） 講師謝礼（映画監督） （該当する事業） 活動２

（支出の内容） 講師謝礼（写真家） （該当する事業） 活動２

0

g.謝金 120,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

59,910 19,970 3

108,000 4 30,000（支出の内容） 新聞折込チラシ代（30,000部） （該当する事業）

（支出の内容） チラシ印刷（10,000部×3種類） （該当する事業）

0

f.委託費 167,910 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

0

e.備品費 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

10,000 10,000 1

5,000 5,000 1

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動２

（該当する事業） 活動５水害から生命を守る地域防災活動に係る消耗品

写真展に係る消耗品

5,000 5,000 1

10,000 10,000 1

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 共通経費

（該当する事業） 活動１チャリティイベントに係る消耗品

d.消耗品費 30,000 金額１ 金額2 金額3


